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第２ 回 静岡市日本平公園
基本計画改定専門委員会

令和6 年（ 2 0 2 4 年） 9 月1 2 日

『 風景美術館』 日本平公園
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Ⅰ.改定専門委員会等の主な指摘事項

1.改定専門委員会の主な指摘事項
〇H1 9 基本計画以降の計画の推移の整理
〇県と 市における 事業化の進め方、 事業主体、 市の管轄範囲等の明確化
〇計画見直し の対象範囲の明確化
〇3 3 h a の具体的な取り 組みを 検討、 その後必要に応じ て8 8 .5 h a の範囲

を含めた検討

２.改定専門委員会後の主な指摘事項
〇論点を絞る 、 検討項目の整理
〇土地所有状況等の提示
〇H1 9 年基本計画と 整備済・ 未整備の諸条件の整理
〇交通分担率、 滞在者数、 駐車場利用状況等の資料収集
〇名勝日本平の本質的価値の明確化
〇広域的な眺望・ 景観の検証
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Ⅱ.日本平公園の概況と 現基本計画の取り 組み
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Ⅱ.日本平公園の概況と 現基本計画の取り 組み
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1 -1 .日本平公園 現況の概要
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◆日本平公園の位置と 主要アク セス ルート
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◆主な起点から の日本平公園への時間・ 距離
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◆公園区域
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1 -2 .日本平公園のこ れま での経緯と 計画体系

新日本観光地百選「 平
原」 部門１ 位(昭和25年)
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◆日本平公園のこ れま での経緯と 基本計画の見直し 点
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◆平成1 9 年基本計画から の見直し 点
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◆こ れま で( 令和５ 年度） の取組み

（ 資料１ ）

電線地中化

アク セス 道路

アク セス 道路
(整備済・ 未供用)

ト イ レ
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（ 資料２ ）

（ 資料４ ）

1 -３ .管理およ び利用の現状

（ 資料３ ）
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Ⅲ.基本計画改定の方向性の検討
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Ⅲ.基本計画改定の方向性の検討
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１. 検討の方向性

①観光地域づくりを見据えたブランディング化と集客力の強化
・ 静岡市の持続的な観光振興の中核と なる 公園機能の強化
・ 市内枢要な観光資源を つなぐ 拠点の形成

②地域連携・地域振興の促進
・ 市民参画、 P -PFI等を 通じ た地域振興への貢献

③自然環境や歴史文化資源の活用
・ 有度山山頂部（ 日本平上位面） の自然環境の保全・ 活用
・ 魅力ある 歴史文化資源の強調

Ⅲ.基本計画改定の方向性の検討
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２.基本計画改定にあたっての重点項目（論点整理）

論点１.日本平公園のブランディングの明確化
〇日本平公園が有する 資源（ 潜在的資源を含む） の整理
〇市場環境（ 将来計画を含む） の整理
〇主なタ ーゲッ ト 層の想定（ 静岡市観光基本計画（ 素案） ）
〇日本平公園の位置づけ・ 役割の明確化
〇基本テーマの設定

論点２.基本テーマの具体化に向けた公園イメージの想定
〇基本的な方向性の想定
〇導入機能・ 施設の想定
〇富士山プラ ス の導入活動メ ニュ ー案

論点３. 空間の基本的な構成（案）
〇基本的な空間の骨格構成の検討と 既計画の見直し 点の整理
〇空間の利活用のイ メ ージ

Ⅲ.基本計画改定の方向性の検討
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Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目
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Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目
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１ .日本平公園のブラ ンディ ングの明確化

１-１.日本平公園が有する資源（潜在的資源を含む）の整理

・ 日本平公園の地形的特徴によ る 富士山を始めと する 四周眺望
・ 三保松原、 清水港、 久能山、 登呂遺跡、 駿府城公園等の全国レ ベルの観

光資源と 連携し ている 配置
・ 日本平ホテルや日本平ロ ープウ ェ イ 、 日本平夢テラ ス 等の静岡市を代表

する 観光施設が立地
・ 日本平動物園や文化・ 芸術施設（ 静岡県立美術館、 静岡県舞台芸術公園、

ふじ のく に地球環境史ミ ュ ージアム 等） が有度山内に立地
・ 草薙神話や久能山等の古く から 固有の歴史性、 文化性を有する 地域
・ 国指定名勝、 自然公園、 都市公園、 風致地区等、 様々な法規制によ り 、

現状の自然風致を担保
・ 静岡中心市街地や主な交通結節点から 、 至近にある 立地性（ 概ね3 0 分

内外）

Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目
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１-２.市場環境（将来計画を含む）の整理

・ 公園利用者の８ 割以上が観光利用と 想定さ れる 一方で、 県内から の利用
が3 5 ％、 その内の６ 割弱を 市内利用者が占めている 。

・ イ ン バウ ン ド 需要は韓国、 台湾、 ア メ リ カ 、 中国の順で多く 、 全体の
5 0 ％以上がア ジ ア 近隣諸国から の入込。 今後の重点タ ーゲッ ト 市場
（ 観光基本計画） に向けた国際ネッ ト ワ ーク の活用やク ルーズ船対応戦
略等によ る 、 イ ンバウ ンド 需要への期待が高い。

・ 清水港への大型ク ルーズ船は、 コ ロ ナ以降、 徐々に回復傾向にあり 、 将
来的な顧客層と し て期待でき る 。 寄港地ツ アーでは、 訪問先と し て三保
がひと き わ多く 、 次いで東照宮、 日本平の順と なっ ている 。

・ 実質的には日本平夢テラ ス と 東照宮（ 日本平ロ ープウ ェ イ ） 、 日本平ホ
テルのみの施設構成であ り ながら 、 直近の年間来園者数は約1 0 0 万人
(令和6 年3 月2 日交通量調査及び静岡市位置情報データ ） を 数えている 。
過去の実績(昭和5 2 年／約2 8 0 万人） から も 、 今後の整備の中で、 夢テ
ラ ス 等に匹敵する 集客施設の導入や、 イ ベン ト 、 夜間利用等の充実し た
ソ フ ト の展開等によ る 来園者数の増大が期待さ れる 。

Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目
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１-３.日本平公園の位置づけ・役割の明確化

〇第４次静岡市総合計画（政策シート）（ 資料５ -１ ）

時代に即し た「 風景美術館=日本平」 を テーマに、 富士山と 三保
松原の風景を望める 展望公園と し て整備し 、 観光地域づく り (サ
ス テナブルツ ーリ ズムの拠点)の実現。

※サス テナブルツーリ ズム： 「 持続可能な観光」 と いう 意味で、 マス ツーリ ズム
の結果で生じ がちな、 環境や文化の悪化、 過度な商業化を避けつつ、 観光地本
来の姿を求めていこ う と する 考え及びその実践のこ と 。

Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目
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〇静岡市観光基本計画（素案）：2024年度～2030年度末（ 資料５ -２ ）

・ 日本平公園に点在する 施設と の面的連携や、 時間や季節で変わる 日本
平から の絶景をキラ ーコ ンテン ツ と する 商品造成。

・ 夜景遺産を活用、 ハード ・ ソ フ ト によ る ナイ ト タ イ ムエコ ノ ミ ーに寄
与する 取組。

・ 市内歴史資源を 素材と し た観光プロ モーショ ンの再構築、 歴史コ ンテ
ンツ の連続性のある 面的活用の取組。

・ 大型ク ルーズ客船乗船客への周遊促進や、 ナイ ト ツ ーリ ズム の推進、
三保松原周辺の施設等の有効活用。

・ 日本平周辺の文化・ 芸術施設等と の連携に向けた回遊性を高める 交通
手段の確保、 飲食、 販売、 宿泊事業者と の連携の促進や一体的プロ
モーショ ンの実施。

Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目
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主なターゲット層の想定
・ 重点タ ーゲッ ト （ 地域） ： 首都圏、 中京圏
・ 重点タ ーゲッ ト （ 客層） ： 高齢者層、 ビ ジネス 客層、 フ ァ ミ リ ー層、

Z世代の女性層
・ 重点タ ーゲッ ト （ 旅行類型） ： 自由訪問型旅行（ FIT） 、 MICE

計画の評価指標（ 2 0 2 3 年→2 0 3 0 年）
・ 観光消費額単価： 2 4 ,9 1 0 円→3 2 ,0 0 0 円（ 宿泊客） 約1 .3 倍

3 ,9 5 2 円→7 ,2 0 0 円（ 日帰り 客） 約1 . 8 倍

・ 宿泊客数： 2 ,0 2 0 ,0 5 2 人→4 ,2 0 0 ,0 0 0 人 約2 .1 倍

Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目
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〇静岡市夜間景観整備計画（概要）（ 資料５ -３ ）

（ 目的） 魅力的な夜間景観を活用し た夜間帯の観光（ ナイ ト ツ ー
リ ズム） の振興によ り 、 観光客の滞在時間延伸・ 宿泊客
数の増加につなげる

（ 現状評価） 「 富士山」 や「 日本三大美港・ 清水港」 が彩る 見事
な夜景

（ 取組内容） 関連事業（ 日本平公園や港湾整備） の進捗に応じ た
照明整備、 受入環境整備

Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目



ShizuokaCity Nihondaira Park 30

１-４.基本テーマ

〇こ れま での基本テーマ
良好な園内景観を 創る こ と で、 外部、 内部と も に優れた景観を 有する

「 風景を楽し む公園」 を 目指すべき 姿と し 、 静岡市のシン ボル（ ２ 市合
併、 政令指定都市指定） と し て、 展望風景、 尾根・ 谷・ 樹林地・ 芝生・
建物など の園内資源・ 施設およ び人を 生かし 、 園内外のど こ を 見ても 絵
になる 風景が広がる 公園、 すなわち 『 風景美術館＝日本平』 を 基本
テーマと する 。

〇観光基本計画における ブラ ンディ ング戦略の３ つのコ ンテン ツ （ 美食・
絶景・ 歴史） の内、 こ れま でのテーマの「 絶景」 に加えて「 歴史」 を深
化さ せる こ と で、 草薙神話にま で遡る 「 日本平から の絶景」 が伝える 文
化財的価値を再認識し 、 地域全体の魅力を多角的にアピ ールする と と も
に、 静岡市民にと ってのシビ ッ ク プラ イ ド の醸成と 、 「 心の拠り 所」 と
も なる 将来の姿を 基本テーマで表す。

Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目
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富士山や駿河湾、 伊豆半島、 南アルプス など の遠景の視対象や、 静岡、
清水の中景の夜景と いった変わら ぬ風景に対し 、 公園整備によ る
①歴史文化の解説と 演出
②公園内の視点場環境や近景の構成要因の改善
③様々なアク ティ ビ ティ の導入によ る 非日常感の提供

を 本計画の骨子と し 、 日本を 代表する 絶景と と も に「 富士山プラ ス 」 で、
視対象に新たな風致景観や環境（ 様々なアク ティ ビ ティ やソ フ ト ） 、 歴史
文化のス ト ーリ ーを 加える こ と で、 季節や時間の移ろいと と も に、 園内各
所で観光資源と し ての質の高い驚き と 感動が体験でき る 魅力付けと 、 日本
平公園のブラ ンディ ング化を 強化する 。

Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目

＜基本テーマ＞

神話から 未来へと 時をつなぐ 「 風景美術館＝日本平」

～富士山プラ ス によ る 日本有数の魅力的で活力のある 地域振興拠点の創出～
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Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目
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２ .基本テーマの具体化に向けた公園イ メ ージの想定
２-１.基本的な方向性の想定

〇基本構成
・ 風景に特化し た高質の静的空間を 形成。
・ 観光基本計画を踏ま えた「 体験コ ンテンツ の充実」 に向けた様々な動的

アク ティ ビ ティ の導入。
・ 公園における 自然環境の多様な機能を 活かし 、 グリ ーンイ ンフ ラ と し て、

自然に接し 、 心身の安ら ぎや学び、 遊び等の場と し て積極的に活用。

〇サスティナブル
・ S DGsの実現の基盤と なる 「 経済」 「 社会」 「 自然資本」 の３ 層は「 自

然資本」 に支えら れて成り 立ち、 こ の自然資本を、 公園・ グリ ーン イ ン
フ ラ によ って回復さ せる こ と が、 持続可能な社会の構築につながる 。

・ エコ ツ ーリ ズム、 サス ティ ナブルツ ーリ ズム 等の観光需要の変化に対応
する 公園機能の向上。

・ 持続可能な公園経営を 促進する ため、 公園利用における 消費額の拡大、
イ ンバウ ンド の誘客促進等によ る 運営管理の安定化。

Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目
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〇ウエルビーイング
・ 個人と 社会のWell-b e in g の向上に向け、 日本平公園のポテン シャ ルを 最

大限に活用し 、 持続可能な都市を 支える グリ ーンイ ンフ ラ 機能の向上や、
居心地のよ い交流・ 滞在空間が生み出す心豊かな生活を 支える 役割を 強
化する こ と で、 地域社会の魅力度や幸福度の向上、 観光・ 集客の競争力
の強化に貢献。

・ 全てのこ ど も の健やかな成長、 安全で安心し て過ごすこ と のでき る 多様
な体験活動や外遊びの機会の提供。

〇公園利用の活性化
・ 静岡市の特産である 美食・ 絶景・ 歴史をテーマに質の高い感動体験がで

き る 公園づく り 。
・ 公園区域を最大限に活用する ため、 パーク アンド ラ イ ド 等の新たな交通

シス テムの導入、 将来的なク ルマ社会に応じ た駐車場規模の検証、 三保
松原、 清水港、 駿府城、 登呂遺跡等の周辺観光エリ アから の回遊性を 進
展さ せる 新たな交通手段等の導入。

・ 集客力を高める ために、 カジュ アル層から エグゼク ティ ブ層ま での幅広
い利用ニーズに対応する 高付加価値な宿泊施設や飲食施設、 貴重な体験
施設やプロ グラ ム等を提供。

Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目
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２-２.導入機能・施設の想定

Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目

観光需要と 市民利用ニーズへの対応軸と 、 動的・ 静的レ ク リ エーショ ンニーズへの対応軸の４
区分から 活動・ 施設のイ メ ージを想定

動的

市民

静的

観光
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２-３.富士山プラスの導入活動メニュー案 （ 資料６ ）

・ 年間入込者数では、 ６ 月から ９ 月の４ ケ月間の利用者が相対的に少なく 、 晴天率も
低い（ 富士山が見えづら い） 。

・ 上記閑散期の利用の活性化に向けた活動メ ニュ ーの導入によ っ て、 利用の分散化を
図る と と も に、 年間入込者数の増加につなげる 。

・ 夜間利用を拡大する ためのイ ベント や活動メ ニュ ーを考慮する 。

フ ラ ワ ーフ ェ ス ティ バル(花修景)／サイ ク ルロ ード レ ース (旧パーク ウ ェ イ ・ いちご
街道・ 三保と の連携） ／キッ ズサマーキャ ンプ、 サマーロ ッ ク フ ェ ス ティ バル(芝生
広場の活用)／フ ラ イ デーナイ ト コ ンサート 、 星空観察会(夜間コ ンテンツ ） ／文化
祭(県美術館、 舞台芸術公園等と 連携） 等

茶摘み体験(茶畑)／デイ キャ ンプ・ バーベキュ ー、 体験熱気球・ ハン ググラ イ ダー
(芝生広場) 等

・ 本公園の広い敷地、 開放感を活かし た大面積花壇(シバザク ラ 、 ダリ ア、 コ キア等）
・ 本公園の歴史性を 演出する 野草(ス ス キ等） や、 季節イ ベン ト に呼応し た花木(カワ

ズザク ラ 、 ウ メ 等）

Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目
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Ⅳ.基本計画改定にあたっ ての重点検討項目
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3 .空間の基本的な構成（ 案）

3-1.既計画の課題点及び見直し 点の整理

公園センタ ーの概要(既計画)
面積： 2,500㎡ ２ 階建
機能： 公園管理事務、 物販、
飲食・ 喫茶、 ト イ レ 等ユー
ティ リ ティ 、 情報発信 等
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3 .空間の基本的な構成（ 案）

3-2.空間の利活用のシミ ュ レ ーショ ン （ 資料７ ・ ８ ）
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【主要トピックス】
・ ナイ ト ツ ーリ ズム
・ 観光振興施策の検討支援（ 宿泊施設等誘致可能性に関する 調査業務） ：

S FG不動産投資顧問が静岡市と 有償コ ン サル契約
・ 第3 9 回 日本平ま つり 開催
・ 「 令和６ 年度 特定港湾施設整備事業基本計画」 が閣議決定
・ 公募型プロ ポーザル「 旧三保飛行場の利活用に係る 計画検討業務」 の実施
・ 清水港周辺での自動運転実験・ 調査の実施等
・ 徳川家康公顕彰プロ ジェ ク ト 静岡マラ ソ ン2 0 2 4 （ S h iz u oka  

Ma ra th on  2 0 2 4 ） 開催

【参考】
・ 「 （ 仮称） 静岡市海洋・ 地球総合ミ ュ ージアム整備運営事業」 事業契約の

締結
・ サッ カース タ ジアムを活かし たま ちづく り
・ 2 0 2 5 年N HK 大河ド ラ マで本市ゆかり の「 十返舎一九」 登場

参考.日本平公園周辺でのト ピ ッ ク ス
（ 資料９ ）
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日本平公園基本計画改定専門委員会の今後の予定（ 案）

・ アク セス 及び園内動線の快適で円滑な移動手段のあり 方の検討
・ 駐車場、 主要な公園施設等の機能、 規模、 空間構成の検討
・ 利用計画方針、 施設配置方針、 施設計画方針等の検討
・ 事業促進に留意し た民間活力導入等の整備手法の検討
・ 地域振興、 地域連携等に配慮さ れた管理運営方針の検討
・ 営農支援、 コ モンズ等によ る 保全すべき 森林や茶畑の取組み方針の検討

・ 施設配置計画、 動線計画、 施設計画、 景観計画等の設定
・ 公園区域の設定と 公園整備に向けた事業計画の設定
・ 「 観光振興地域づく り 」 に繋がる 管理運営・ 公園利活用方法の設定
・ 保全すべき 森林景観や茶畑の景観保全に資する 仕組みの設定

・ こ れま での議論によ る 改定計画案の内容確認と 審議
・ 引き 続き 検討すべき 事項の確認


